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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融政策により、企業業績や

雇用情勢に改善が見られ、輸出関連企業には円安の恩恵を受け回復基調が見られたものの、消費税引き上げによる

駆け込み需要の反動に加え、急激な円安による燃料、輸入原材料の上昇など消費・投資マインドの低下が懸念され

るなど、先行き不透明な状況で推移致しました。

当社グループを取り巻く環境は、文教市場の少子化問題、製造業市場の構造的グローバル化等、当社取引先の事業

環境は依然として厳しい状況が続いております。

 

 このような環境下、当社グループは、強みである最先端機器と長年積み重ねてきた技術力とノウハウを武器に、

他社との差異化を追求し、お客様に高い付加価値を提供することを基本方針とし、中期経営計画に基づき、防災・

映像・通信分野のソリューション育成・拡大、緊急時対応システムの拡販、システムソリューション事業の付加価

値増大による競争力の強化、電子部品及び機器事業の専門性強化とビジネス領域拡大等の戦略により、経営資源を

集中した事業運営に努めております。

 

 この結果、当第２四半期連結累計期間におきましては、連結売上高は29億２千２百万円（前年同期間比20.7%

減）となりました。損益面では、営業損失は１億８千９百万円（前年同期間は３千４百万円の営業利益）、営業外

収益では、関係会社清算分配金２百万円を計上したため、経常損失は１億８千７百万円（前年同期間は３千７百万

円の経常利益）、特別利益として、投資有価証券売却益３百万円を計上したため、四半期純損失は１億９千万円

（前年同期間は３千２百万円の四半期純利益）となりました。

 

 セグメントの業績は以下のとおりであります。

 システムソリューションにおきましては、官公庁向け取引が減少したため、売上高は12億３百万円（前年同期間

比14.9%減）、営業損失は８千万円（前年同期間は２百万円の営業利益）となりました。 

 ネットワークソリューションにおきましては、前年度好調に推移した地方自治体向け取引において、大型案件が

減少したこと、また、一部防災情報サービスが国から直接提供されることになったため、売上高は４億３百万円

（前年同期間比33.1%減）、営業損失は１億３千５百万円（前年同期間は６千４百万円の営業損失）となりまし

た。 

 また、電子部品及び機器におきましては、防衛省向け部材の出荷遅延および中国・香港市場における電子部品販

売の減少により、売上高は13億１千４百万円（前年同期間比21.0%減）となり、営業利益は２千６百万円（前年同

期間比71.7%減）となりました。

 

 なお、セグメント間取引については、相殺消去しております。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における資産の合計は64億５千６百万円（前連結会計年度末比４億５千５百万円減

少）となりました。 

 これは主に流動資産では、現金及び預金が９千万円、商品及び製品が１億３千９百万円増加しましたが、受取手

形及び売掛金が８億９千３百万円減少し、固定資産では投資有価証券が１億１千３百万円増加したことによりま

す。 

 負債の合計は、23億１千万円（前連結会計年度末比２億５千６百万円減少）となりました。 

 これは主に、支払手形及び買掛金が２億１千５百万円、短期借入金が１億円減少しましたが、前受金が１億６千

３百万円増加したことによります。 

 純資産の合計は41億４千６百万円（前連結会計年度末比１億９千９百万円減少）となりました。 

 これは主に配当金の支払４千５百万円と四半期純損失１億９千万円の計上によります。 

 

（キャッシュ・フローの状況）

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より９千万円増加し30億７千５百

万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間においては、３億３千１百万円の増加（前年同四半期は１億６千万円の減少）となり

ました。

 これは主に、売上債権の減少８億９千９百万円による収入がありましたが、税金等調整前四半期純損失１億８千

３百万円、仕入債務の減少２億２千３百万円、たな卸資産の増加１億３千６百万円の支出によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間においては、１億２百万円の減少（前年同四半期１億６千５百万円の減少）となりま

した。

 これは主に、投資有価証券の売却５百万円による収入がありましたが、投資有価証券の取得１億４百万円の支出

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間においては、１億４千７百万円の減少（前年同四半期は１億４千７百万円の減少）と

なりました。

 これは主に、銀行借入を貸出コミットメント契約（11億円）に切り替えたことによる短期借入金１億円の返済、

支払配当金４千４百万円の支出によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、最近の国内外の経済状況の変動を鑑み、現時点においては平成26年５月12

日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定

方法を変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が５百万円増加し、利益剰余金が５百万円減少

しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,985,787 3,075,810 

受取手形及び売掛金 2,390,763 1,497,438 

商品及び製品 96,702 235,768 

その他 191,616 277,469 

貸倒引当金 △235 △142 

流動資産合計 5,664,633 5,086,345 

固定資産    

有形固定資産 424,182 434,612 

無形固定資産 6,493 6,126 

投資その他の資産    

投資有価証券 612,292 726,057 

その他 204,982 203,630 

投資その他の資産合計 817,275 929,688 

固定資産合計 1,247,950 1,370,426 

資産合計 6,912,584 6,456,771 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,549,003 1,333,311 

短期借入金 100,000 - 

未払法人税等 23,140 14,151 

前受金 212,528 376,139 

その他 285,877 190,646 

流動負債合計 2,170,549 1,914,248 

固定負債    

退職給付に係る負債 274,918 276,745 

その他 121,245 119,328 

固定負債合計 396,163 396,074 

負債合計 2,566,713 2,310,323 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,426,916 3,426,916 

資本剰余金 615,043 615,043 

利益剰余金 488,535 247,344 

自己株式 △112,127 △112,154 

株主資本合計 4,418,367 4,177,149 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 24,229 48,481 

繰延ヘッジ損益 153 486 

土地再評価差額金 △11,613 △11,613 

為替換算調整勘定 △64,814 △54,318 

退職給付に係る調整累計額 △20,451 △13,737 

その他の包括利益累計額合計 △72,496 △30,701 

純資産合計 4,345,871 4,146,448 

負債純資産合計 6,912,584 6,456,771 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 3,685,333 2,922,315 

売上原価 2,750,456 2,205,184 

売上総利益 934,876 717,131 

販売費及び一般管理費    

給料及び賞与 459,612 472,268 

退職給付費用 23,978 21,712 

その他 417,261 412,662 

販売費及び一般管理費合計 900,853 906,643 

営業利益又は営業損失（△） 34,022 △189,511 

営業外収益    

受取配当金 915 751 

受取賃貸料 1,185 1,120 

受取保険金 2,857 - 

関係会社清算分配金 2,208 2,600 

その他 846 1,410 

営業外収益合計 8,014 5,882 

営業外費用    

支払利息 1,676 433 

支払手数料 1,754 3,048 

為替差損 654 153 

その他 319 21 

営業外費用合計 4,405 3,656 

経常利益又は経常損失（△） 37,631 △187,285 

特別利益    

固定資産売却益 1,341 - 

投資有価証券売却益 - 3,914 

特別利益合計 1,341 3,914 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
38,972 △183,370 

法人税、住民税及び事業税 6,755 6,783 

法人税等合計 6,755 6,783 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
32,216 △190,154 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 32,216 △190,154 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
32,216 △190,154 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7,292 24,251 

繰延ヘッジ損益 △1,513 333 

為替換算調整勘定 2,305 10,495 

退職給付に係る調整額 - 6,714 

その他の包括利益合計 8,084 41,795 

四半期包括利益 40,301 △148,359 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 40,301 △148,359 

少数株主に係る四半期包括利益 － - 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
38,972 △183,370 

減価償却費 13,187 12,386 

受取利息及び受取配当金 △1,404 △1,803 

支払利息 1,676 433 

投資有価証券売却損益（△は益） - △3,914 

売上債権の増減額（△は増加） 114,694 899,938 

たな卸資産の増減額（△は増加） △129,161 △136,767 

前渡金の増減額（△は増加） △196,708 △59,583 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 71,369 △3,860 

仕入債務の増減額（△は減少） △243,087 △223,126 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 201,190 96,281 

その他 △17,753 △55,954 

小計 △147,025 340,658 

利息及び配当金の受取額 1,406 4,111 

利息の支払額 △1,326 △195 

法人税等の支払額 △13,532 △13,532 

営業活動によるキャッシュ・フロー △160,476 331,043 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △4,044 △7,350 

有形固定資産の売却による収入 1,714 - 

無形固定資産の取得による支出 - △189 

投資有価証券の取得による支出 △513,868 △104,648 

投資有価証券の売却による収入 - 5,117 

保険積立金の積立による支出 △105 - 

保険積立金の払戻による収入 251,094 - 

差入保証金の差入による支出 △4,480 △566 

差入保証金の回収による収入 1,800 2,011 

定期預金の払戻による収入 100,000 - 

その他 2,208 3,414 

投資活動によるキャッシュ・フロー △165,681 △102,211 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △100,000 

自己株式の純増減額（△は増加） △545 △26 

配当金の支払額 △44,940 △44,644 

その他 △2,068 △2,582 

財務活動によるキャッシュ・フロー △147,554 △147,252 

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,344 8,443 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △468,368 90,022 

現金及び現金同等物の期首残高 3,586,940 2,985,787 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
△15,868 - 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,102,704 3,075,810 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 調整額 
四半期連結損益
計算書計上額

（注）  
システムソリ
ューション 

ネットワー
クソリュー
ション 

電子部品及び
機器 

売上高            

外部顧客への売上

高 
1,415,472 604,616 1,665,244 3,685,333 － 3,685,333 

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

2,219 36,827 777 39,825 △39,825 － 

計 1,417,692 641,443 1,666,022 3,725,158 △39,825 3,685,333 

セグメント利益又は

損失(△) 
2,488 △64,062 95,596 34,022 － 34,022 

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 調整額 
四半期連結損益
計算書計上額

（注）  
システムソリ
ューション 

ネットワー
クソリュー
ション 

電子部品及び
機器 

売上高            

外部顧客への売上

高 
1,203,500 403,895 1,314,919 2,922,315 - 2,922,315 

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

13,588 17,735 615 31,940 △31,940 - 

計 1,217,089 421,631 1,315,535 2,954,256 △31,940 2,922,315 

セグメント利益又は

損失(△) 
△80,650 △135,834 26,972 △189,511 - △189,511 

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２.報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務および勤務費用の計算方法を変更

したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務および勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

 なお、当該変更が当第２四半期連結累計期間のセグメント損失に与える影響は軽微であります
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